
来
年
度
の

予
算
編
成
に
向
け
て

　
　
　
６
つ
の
提
言

TOPICS
新たな議会構成決まる

平成29年度決算を審査

常任委員会の報告

ここが聞きたい　11人が一般質問

議会報告会のお知らせ

夢はオリンピック出場！（今渡北バスケットボール）
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平成30年第3回可児市議会臨時会を８月8日に開催し、正副議長の選挙や各委員会の改選
などを行いました。
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第３回臨時会

※新しい体制となった委員会での「重点取り組み事項」は、８ページに掲載しています。
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定認 提出された議案と審議結果

第４回定例会の賛否一覧　※これ以外の案件等は、全会一致で認定・同意・可決しています。
大
平
　
伸
二

田
原
　
理
香

髙
木
　
将
延

渡
辺
　
仁
美

出
口
　
忠
雄

伊
藤
　
　
壽

板
津
　
博
之

勝
野
　
正
規

天
羽
　
良
明

澤
野
　
　
伸

酒
井
　
正
司

川
上
　
文
浩

野
呂
　
和
久

川
合
　
敏
己

山
田
　
喜
弘

山
根
　
一
男

中
村
　
　
悟

伊
藤
　
健
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冨
田
　
牧
子

亀
谷
　
　
光

可
児
　
慶
志

林
　
　
則
夫

認定第1号	 平成29年度一般会計歳入歳出決算
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○

認定第3号	 平成29年度後期高齢者医療特別会
計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○

認定第4号	 平成29年度介護保険特別会計歳入
歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○

発議第1号	 議会の解散に関する決議 ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ●
※○は賛成　●は反対　　※発議第１号は、特別多数決のため、議長（澤野伸）も採決に加わります。

番号 件名 結果

認
定

1 平成29年度一般会計歳入歳出決算認定 ○

2 平成29年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定 ◎

3 平成29年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 ○

4 平成29年度介護保険特別会計歳入歳出決算認定 ○

5 平成29年度自家用工業用水道事業特別会計歳入歳出決算認定 ◎

6 平成29年度農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定 ◎

7 平成29年度可児駅東土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定 ◎

8 平成29年度土田財産区特別会計歳入歳出決算認定 ◎
9 平成29年度北姫財産区特別会計歳入歳出決算認定 ◎
10 平成29年度平牧財産区特別会計歳入歳出決算認定 ◎
11 平成29年度二野財産区特別会計歳入歳出決算認定 ◎
12 平成29年度大森財産区特別会計歳入歳出決算認定 ◎
13 平成29年度水道事業会計決算認定 ◎
14 平成29年度下水道事業会計決算認定 ◎

議
案

46 平成30年度一般会計補正予算（第２号） ◎
47 平成30年度介護保険特別会計補正予算（第１号） ◎

48 平成30年度可児駅東土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号） ◎

番号 件名 結果

議
案

49 平成30年度下水道事業会計補正予算（第１号） ◎

50 地方活力向上地域における固定資産税の不均一課税に関する条例の一部改正 ◎

51 印鑑条例の一部改正 ◎

52 市民公益活動センターの設置及び管理に関する条例の一部改正 ◎

53 土地改良事業等に関する分担金等徴収条例の一部改正 ◎

54 固定資産評価審査委員会委員の選任 ◎
55 教育委員会委員の任命 ◎
56 人権擁護委員候補者の推薦 ◎

57 他の地方公共団体の公の施設の相互利用に関する協議 ◎

58 平成29年度水道事業会計未処分利益剰余金の処分 ◎
59 平成29年度下水道事業会計未処分利益剰余金の処分 ◎
60 手数料徴収条例の一部改正 ◎
61 平成30年度一般会計補正予算（第３号） ◎

発
委 4 学校施設環境改善のための大幅な予算増額を求める意見書 ◎

発
議 1 議会の解散に関する決議 △

【結果の表示記号】	◎全会一致で認定・同意・可決
	 ○賛成多数で認定　△賛成少数で否決

平成30年第４回定例会を８月22日から９月27日までの37日間の会期で開き、平成29年度の決算や平成
30年度の補正予算など30件を審議しました。また教育福祉委員会提案による意見書１件を可決しました。
さらに議会の解散に関する発議があり、質疑、討論の後の採決の結果、賛成少数により否決されました。

番号 件名 結果
発委 3 委員会条例の一部改正 ◎

【結果の表示記号】　◎全会一致で可決

※委員会条例の改正内容
常任委員会の所管事務の分量や事案数等のバランスに鑑み、総務企画委員会の委員定数を８人から７人

へ、また、建設市民委員会の委員定数を７人から８人へと改めるものです。

第３回臨時会

第４回定例会

3　　可児市議会だより　2018.11.1



一般会計歳入歳出決算額内訳

可児市議会では、予算決算委員会での質疑を経て、平成29年度の一般会計、特別会計および企業会計の
決算を、下記の表のとおり認定しました。
一般会計について、前年度と比較すると、収入で６億5664万5583円（2.0％）の増加、支出では８億

180万919円（2.5％）の増加となりました。
審査の内容については６、７ページをご覧ください。

収入 支出
一般会計 339億7490万5733円 327億8065万1914円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 129億1070万2644円 121億2037万　133円
後 期 高 齢 者 医 療 11億4678万8505円 11億1427万3696円
介 護 保 険 66億8260万6142円 63億8716万7746円
自 家 用 工 業 用 水 道 事 業 1億9907万7351円 1億5553万8519円
農 業 集 落 排 水 事 業 1億9207万5841円 1億6864万4765円
可児駅東土地区画整理事業 2677万3185円 1397万4747円
各 財 産 区 合 計 9404万　458円 8005万　521円

総　　計 552億2696万9859円 528億2067万2041円

企
業
会
計

水　道　事　業 収益的収支 26億8203万3010円 21億6201万9052円
資本的収支 1億　　34万2480円 9億4290万　848円

下水道事業 収益的収支 31億5074万4146円 25億7906万7546円
資本的収支 7億8278万2200円 20億9741万　339円

市税
42.93%

地方交付税
6.27%

その他
9.14%

市債
14.16%

地方消費税
交付金
5.05%

繰越金
3.94%

国・県支出金
18.51%

歳入決算額
33,974,905千円

民生費
33.37%

教育費
12.40% 土木費

22.51%

衛生費
7.14%

その他
7.38%

議会費
0.82%

公債費
6.54%

総務費
9.84%

歳出決算額
32,780,651千円

※健全化判断比率は、地方公共団体の財政状況を客観的に表すための指標として「地方公共団体の財政の健全化に
関する法律」に定められています。

平成29年度決算を認定第４回定例会
～税金の使い道を厳しくチェック～

健全化判断比率※はすべて健全
歳出総額　606億206万9826円
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みなさんが納めた税金の使い道の一部です。＊１万円未満切り捨て

自立支援等給付事業� 13億6738万円
私立保育園等保育促進事業� 12億2024万円
福祉医療助成事業� 10億1238万円
後期高齢者医療事業� 9億1168万円

駅前子育て等空間創出事業� 21億1524万円
市道56号線改良事業� 5億8598万円
可児駅東土地区画整理関連事業� 5億5570万円
道路維持事業� 3億5438万円

成人各種健康診査事業� 1億2918万円
母子健康診査事業� 1億　620万円
地域医療支援事業� 5665万円
環境保全事業� 995万円

市単土地改良事業� 5645万円
県単土地改良事業� 1927万円
可児川防災等ため池組合経費� 1456万円
土地改良施設維持管理適正化事業� 1302万円

文化芸術振興事業� 4億7125万円
小学校管理一般経費� 2億5912万円
小学校施設大規模改造事業� 2億3890万円
私立幼稚園支援事業� 2億1568万円

公共交通運営事業� 1億4919万円
支え愛地域づくり事業� 1億2156万円
多文化共生事業� 4768万円
かに暮らし情報発信事業� 3576万円

非常備消防一般経費� 6888万円
消防施設整備事業� 6270万円
災害対策経費� 2682万円
防災行政無線整備事業� 1535万円

企業誘致対策経費� 3億3301万円
商工振興対策経費� 1億3557万円
戦国城跡巡り事業� 3441万円
観光交流推進事業� 1754万円

109億3788万円 73億7784万円

23億4057万円

5億5190万円

40億6392万円 32億2594万円

11億8384万円

6億6964万円

民　生　費 土　木　費

衛　生　費

農林水産業費

教　育　費 総　務　費

消　防　費

商　工　費

新規開設の就労センターけやき可児 可児駅東西自由通路完成

３歳児健康診査

久々利地内排水路改修工事

今渡北小学校屋内運動場改修 広報大使による情報発信

消防出初式

産業フェア in 可児

※市が重点事業と位置づけている事業の中から、決算額の上位４事業を挙げています。
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予
算
決
算
委
員
会

今
期
定
例
会
で
は
平
成
29
年
度
歳

入
歳
出
決
算
認
定
14
件
、
平
成
30
年

度
補
正
予
算
４
件
、
平
成
29
年
度
可

児
市
上
下
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利

益
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て
、
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

◆
◆
討
論
◆
◆

　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
関
連
事
業

に
つ
い
て
、
現
在
、
岐
阜
県
内

で
は
２
カ
所
で
非
常
口
の
工
事
を
行

っ
て
い
る
が
、
現
場
に
あ
た
る
瑞
浪

市
や
御
嵩
町
の
住
民
は
、
ウ
ラ
ン
鉱

床
が
点
在
す
る
地
帯
を
掘
削
す
る
こ

と
に
大
き
な
不
安
を
抱
い
て
い
る
。

本
市
内
で
は
、
ま
だ
工
事
は
始
ま
っ

て
い
な
い
が
、
美
濃
帯
に
よ
る
酸
性

化
土
壌
で
の
汚
染
土
が
発
生
し
た
場

平
成
27
年
度
一
般
会
計

平
成
29
年
度
一
般
会
計

反対

合
の
処
理
体
制
、
処
理
計
画
は
不
明

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
森
非
常
口
の

管
理
用
道
路
新
設
工
事
費
に
２
１
８

０
万
円
を
執
行
し
た
こ
と
は
容
認
で

き
な
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
経
費
に
つ
い

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
は
税
、

社
会
保
障
の
情
報
が
紐
づ
け
さ
れ
て

い
る
。
紛
失
や
情
報
漏
洩
の
リ
ス
ク

は
甚
大
で
、
制
度
自
体
を
見
直
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

合
特
法
に
よ
る
グ
ラ
ン
ド
ル
ー
ル

に
つ
い
て
、
随
意
契
約
に
よ
る
事
業

費
が
３
億
６
９
４
６
万
円
も
あ
っ
た
。

早
期
に
こ
の
制
度
を
見
直
し
、
一
般

競
争
入
札
を
目
指
す
べ
き
と
考
え
る
。

歳
入
の
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付

金
の
内
、
超
深
地
層
研
究
所
分
に
つ

い
て
、
瑞
浪
市
に
あ
る
超
深
地
層
研

究
所
は
２
０
２
２
年
ま
で
に
埋
め
戻

し
て
返
却
す
る
契
約
に
な
っ
て
い
る

が
、
研
究
成
果
等
の
理
由
か
ら
土
地

賃
貸
借
契
約
の
延
長
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の

最
終
引
き
受
け
地
域
が
な
け
れ
ば
、

こ
の
地
区
に
押
し
付
け
ら
れ
る
可
能

性
も
あ
る
。
超
深
地
層
研
究
所
跡
が

核
の
ゴ
ミ
の
地
層
処
分
地
に
な
っ
て
は

な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
反
対
。

　

議
会
か
ら
の
提
言
に
つ
い
て
、

予
算
措
置
並
び
に
執
行
内
容
に

概
ね
反
映
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
お

り
、
適
正
か
つ
効
率
的
に
執
行
さ
れ

て
い
る
の
で
賛
成
。

「
住
み
ご
こ
ち
一
番
・
可
児
」
実

現
に
向
け
、
４
つ
の
重
点
方
針
の
も

と
各
事
業
が
着
実
に
実
施
さ
れ
て
い

る
。
平
成
29
年
度
重
点
事
業
の
達
成

状
況
、
結
果
の
分
析
、
今
後
の
取
り

組
み
等
に
つ
い
て
、
点
検
さ
れ
、
報

告
内
容
か
ら
も
適
切
に
各
事
業
が
実

施
さ
れ
た
と
判
断
で
き
る
の
で
賛
成
。

◆
◆
討
論
◆
◆

　
平
成
29
年
度
よ
り
低
所
得
者
へ

の
保
険
料
軽
減
措
置
が
縮
小
さ

れ
、
所
得
割
５
割
軽
減
が
２
割
軽
減

賛成平
成
27
年
度
一
般
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

反対

に
な
り
負
担
増
と
な
っ
た
。
２
年
毎

に
値
上
げ
を
繰
り
返
し
て
き
た
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
制
度
に
反
対
。

　
本
市
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
被
保
険
者
数
は
、
平
成
29
年

度
末
１
万
１
９
３
４
人
で
、
市
の
人

口
の
約
11
・
８
％
を
占
め
る
。
ま
た
、

療
養
給
付
費
の
市
負
担
額
は
９
億
１

１
６
８
万
円
で
、
前
年
度
比
４
４
６

８
万
円
増
で
財
政
負
担
は
漸
増
し
て

い
る
。

一
方
、
給
付
費
全
体
の
1
割
は
被

保
険
者
の
保
険
料
で
賄
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
保
険
料
収
納
率
は
平
成
29
年
度

99
・
51
％
で
高
い
収
納
率
を
維
持
し

て
い
る
。
平
成
29
年
度
決
算
に
お
け

る
特
別
会
計
で
対
応
す
る
財
源
も
確

保
さ
れ
て
お
り
、
適
正
に
運
営
さ
れ

て
い
る
の
で
賛
成
。

◆
◆
討
論
◆
◆

　
平
成
29
年
８
月
か
ら
、
高
額
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
が
３
万
７
２
０

０
円
か
ら
４
万
４
４
０
０
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
、
平
成
30
年
８
月
か
ら
は

賛成平
成
27
年
度
一
般
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

反対

第
４
回
定
例
会
の
議
案
審
査
等
の
概
要
で
す
︒

常
任
委
員
会
報
告
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可児市議会として、平成29年度決算審査の結果をふまえ、平成31年度の予算編成に生
かすために以下の６つの提言をまとめました。
１．災害時の情報伝達について
発災時、市民への情報伝達が十分に行えるよう、防災アプリの導入も含めた様々な伝達
方法の構築を図ること。また、「すぐメールかに」の広報活動を強化し、登録者の拡充に
努めること。
２．ふるさと応援寄附金について
寄附者に個々の事業を応援していただくため、具体的な事業内容や実現可能達成額を示
すなど、魅力あるメニューを作成すること。
３．自治会加入について
地域防災において自治会の担う役割は大きい。市民への情報提供のあり方や条例化など
の対応策を研究し、加入率の低い若者世代や外国人定住者を含め加入促進を図ること。
４．交通安全対策について
道路整備に際し、歩行者及び自転車が安全に通行（通学）できるよう配慮し、利用者が
安心できるまちづくりを行うこと。
５．小中学校、保育園、幼稚園の暑さ対策について
猛暑への対応として、早期に空調設備設置を行うこと。
６．キッズクラブ待機児童の解消について
キッズクラブの待機児童について、市長部局と教育委員会が共に待機児童解消に努める
こと。

現
役
並
み
所
得
者
の
利
用
者
負
担
割

合
が
３
割
と
な
っ
た
。
ま
た
、
帷
子

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
土
田
地

域
内
に
あ
り
、
早
期
に
帷
子
地
域
内

に
移
転
す
べ
き
で
あ
る
。
平
成
29
年

度
末
介
護
給
付
費
準
備
基
金
の
４
億

８
２
４
８
万
円
を
使
っ
て
保
険
料
を

引
き
下
げ
、
安
心
し
て
使
え
る
介
護

保
険
制
度
に
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

反
対
。

　
平
成
29
年
度
決
算
に
お
け
る
保

険
給
付
費
は
約
58
億
円
で
、
前

年
度
比
１
億
９
０
０
０
万
円
増
加
し

た
。
し
か
し
、
毎
年
増
加
す
る
保
険

給
付
費
の
伸
び
は
、
第
６
期
介
護
保

険
事
業
計
画
の
範
囲
内
で
推
移
し
て

お
り
、
こ
の
３
年
間
の
合
計
決
算
額

も
計
画
の
95
・
06
％
と
、
第
６
期
の

最
終
年
度
ま
で
順
調
に
事
業
推
進
が

図
ら
れ
た
。
介
護
保
険
料
の
収
納
率

は
98
・
19
％
で
、
前
年
度
比
0
・
07

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
お
り
、
収
納
努

力
の
結
果
で
あ
り
、
介
護
給
付
費
準

備
基
金
も
適
正
に
運
用
管
理
さ
れ
て

い
る
。
安
定
的
な
介
護
保
険
財
政
が

図
ら
れ
て
お
り
賛
成
。

賛成

◆平成31年度予算編成への提言◆

総
務
企
画
委
員
会

地
方
活
力
向
上
地
域
に
お
け
る
固

定
資
産
税
の
不
均
一
課
税
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
審
査
し

ま
し
た
。

　
特
定
業
務
施
設
と
は
ど
ん
な
施

設
か
。
ま
た
、
本
市
に
対
象
施
設
は

あ
る
の
か
。

　
就
業
機
会
の
創
出
や
経
営
基
盤

強
化
に
資
す
る
施
設
で
、
現
在
の
と

こ
ろ
本
市
に
対
象
施
設
は
な
い
が
、

計
画
中
の
案
件
は
一
件
あ
る
。

印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

審
査
し
ま
し
た
。

　
男
女
別
を
記
載
す
る
全
て
の
書

類
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
所
管
で
あ
る
人
づ
く
り
課
で
取

り
扱
い
を
検
討
し
、
支
障
が
な
い
も

の
に
つ
い
て
は
性
別
表
記
は
削
除
す

る
方
向
で
進
め
て
い
る
。

QA
平
成
27
年
度
一
般
会
計

性
同
一
性
障
害
等
を
有
す
る
方

へ
の
配
慮

QA
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建
設
市
民
委
員
会

他
の
地
方
公
共
団
体
の
公
の
施
設

の
相
互
利
用
に
関
す
る
協
議
に
つ
い

て
審
査
し
ま
し
た
。

　
相
互
利
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の

議
決
を
経
て
か
ら
直
ち
に
実
行
す
る

こ
と
に
な
る
の
か
。

　
こ
の
議
決
を
も
っ
て
す
ぐ
に
協

議
に
移
り
、
協
議
が
終
わ
れ
ば
即
実

行
と
い
う
段
取
り
に
な
る
。

教
育
福
祉
委
員
会

学
校
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
大
規

模
改
修
、
外
国
籍
の
子
ど
も
た
ち
を

含
め
た
児
童
生
徒
の
増
加
に
よ
る
教

室
の
確
保
や
通
訳
サ
ポ
ー
タ
ー
の
増

員
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
と
も
に
、

近
年
の
猛
暑
の
中
で
は
、
子
ど
も
た

平
成
27
年
度
一
般
会
計

多
治
見
市
と
の
境
界
付
近
で
の

下
水
道
施
設
の
相
互
利
用

QA
平
成
27
年
度
一
般
会
計

学
校
施
設
環
境
改
善
の
た
め
の

予
算
増
額
を
求
め
る
意
見
書

ち
に
と
っ
て
安
心
し
て
学
ん
だ
り
遊

ん
だ
り
で
き
る
環
境
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
小
中
学
校
の
普
通
教
室
に
は
空

調
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

特
別
教
室
等
未
だ
整
備
さ
れ
て
い
な

い
部
分
も
あ
り
ま
す
。
地
方
財
政
の

厳
し
い
現
状
を
考
え
る
と
、
教
育
環

境
の
整
備
を
進
め
る
た
め
に
は
国
か

ら
の
財
政
支
援
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

よ
っ
て
、
教
育
環
境
の
向
上
を
図

る
た
め
、
学
校
施
設
の
環
境
改
善
へ

の
大
幅
な
予
算
増
額
を
行
う
と
と
も

に
、
多
種
多
様
な
施
策
に
活
用
で
き

る
よ
う
に
要
望
す
る
意
見
書
を
国
へ

提
出
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

重
点
取
り
組
み
事
項

【
総
務
企
画
委
員
会
】

○
明
智
光
秀
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
を

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
取
り
組
み
。

○
防
災
に
関
し
て
の
調
査
研
究
。

○
市
の
財
政
運
営
を
検
証
す
る
取
り
組

み
。

【
建
設
市
民
委
員
会
】

○
二
野
地
区
で
操
業
準
備
を
進
め
て
い

る
汚
染
土
浄
化
施
設
の
進
捗
確
認
。

○
大
森
台
宅
地
開
発
事
業
の
状
況
確
認
。

○
太
陽
光
発
電
施
設
設
置
へ
の
対
策
。

○
自
治
会
加
入
の
促
進
策
。

○
外
国
籍
市
民
の
声
を
聞
く
取
り
組
み
。

【
教
育
福
祉
委
員
会
】

○
本
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
小
中
学
校
２

学
期
制
の
状
況
確
認
。

○
少
子
高
齢
化
の
時
代
に
沿
っ
た
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
に
つ
い

て
。

○
子
育
て
健
康
プ
ラ
ザ
「
マ
ー
ノ
」
が

よ
り
市
民
に
親
し
ま
れ
る
施
設
と
な

る
よ
う
注
視
し
て
い
く
こ
と
。

９
月
27
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

議
会
を
解
散
す
る
こ
と
が
、
議
員
よ

り
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に

議
会
を
解
散
す
る
こ
と
に
よ
り
市
議

選
と
市
長
選
が
同
日
選
挙
と
な
り
経

費
削
減
が
で
き
る
、
可
児
市
自
治
連

絡
協
議
会
か
ら
の
要
望
が
あ
る
、
投

票
率
の
向
上
が
期
待
で
き
る
、
の
３

点
を
提
案
理
由
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
提
案
議
員
以
外

の
議
員
か
ら
、
議
員
に
瑕
疵
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
の
に
解
散
す
る
理
由

が
な
い
、
議
員
の
い
な
い
空
白
期
間

が
で
き
て
し
ま
う
等
の
反
対
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
案
は
出
席
議
員
の
５
分
の

４
の
賛
成
が
必
要
と
な
る
特
別
多
数

決
に
よ
り
行
わ
れ
、
賛
成
者
が
18
名

以
上
必
要
な
状
況
の
中
、
賛
成
者
は

６
名
で
、
議
会
解
散
に
関
す
る
決
議

は
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
一
般
会
計

議
会
の
解
散
に
関
す
る
決
議
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一般
質
問

市
の
方
針
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
わ
る
大
切
な
内

容
に
つ
い
て
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
質
問
の
紙
面
は
、
質
問
議
員
が
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
議
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

11
人
が
市
政
を
問
う

下記二次元コードを読み取っ
ていただくと議場での様子を
映像にてご覧いただけます。

　
全
国
的
に
、
集
中
豪
雨
で
た

め
池
が
決
壊
し
犠
牲
者
が
出
て
い

る
。
み
ず
き
ケ
丘
団
地
の
東
側
の

香
ケ
洞
た
め
池
の
堰
堤
付
近
の
緑

地
帯
の
樹
木
が
大
き
く
成
長
し
日

常
点
検
に
支
障
と
な
っ
て
い
る
。

台
風
や
集
中
豪
雨
で
木
が
倒
れ
れ

ば
、
決
壊
の
要
因
に
な
る
の
で
は
。

　
香
ケ
洞
た
め
池
は
、
平
成
10

年
に
み
ず
き
ケ
丘
の
団
地
開
発
に

お
い
て
、
従
来
の
土
堰
堤
を
よ
り

強
固
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
に
改

修
し
て
い
る
。
た
め
池
の
容
量
を

超
え
た
水
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
堰
堤

の
上
端
部
よ
り
低
い
部
分
か
ら
排

水
さ
れ
る
構
造
と
な
っ
て
お
り
、

緑
地
に
堰
堤
と
し
て
の
機
能
は
な

く
、
構
造
上
の
問
題
は
な
い
。

　
農
業
受
益
者
が
管
理
す
る
１

５
９
ケ
所
の
た
め
池
を
良
好
な
財

産
と
し
て
引
継
ぐ
た
め
、
地
域
の

若
い
世
代
の
協
力
が
不
可
欠
だ
。

分
か
り
や
す
い
た
め
池
管
理
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
整
備
を
。

　
国
に
お
い
て
平
成
25
年
に
た

め
池
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
成
さ

れ
、
管
理
者
に
対
し
て
適
正
な
管

理
に
必
要
な
基
本
的
事
項
や
重
要

ポ
イ
ン
ト
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
点
検
を

行
う
と
と
も
に
、
日
常
管
理
を
行

っ
て
い
る
た
め
池
管
理
者
に
必
要

な
箇
所
を
抜
粋
し
て
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
る
。

QAた
め
池
管
理
者
が
減
少
し
て
い
る

Q

A

た
め
池
管
理
の
現
状
と
課
題

香ケ洞ため池の堰堤

天
あもう
羽　良

よし
明
あき
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９
月
実
施
の
東
美
濃
ナ
ン
バ

ー
導
入
に
関
す
る
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
見

込
ん
で
い
る
か
。

　
こ
れ
ま
で
「
東
美
濃
」
を
市

民
の
皆
さ
ま
に
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
周
知
活
動
に
努
め

て
き
た
。
理
解
し
て
く
れ
る
方
が

当
初
に
比
べ
て
徐
々
に
増
え
、
賛

成
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
期

待
し
て
い
る
が
、
楽
観
す
る
こ
と

な
く
理
解
を
求
め
て
い
く
。
東
美

濃
ナ
ン
バ
ー
導
入
に
つ
い
て
は
、

東
美
濃
ナ
ン
バ
ー
実
現
協
議
会
が

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
て
、
５

割
以
上
の
住
民
の
同
意
が
得
ら
れ

た
場
合
、
合
意
形
成
が
あ
る
と
判

断
す
る
と
し
て
い
る
。

　
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、

東
美
濃
ナ
ン
バ
ー
導
入
に
反
対
が

賛
成
を
上
回
っ
た
場
合
の
東
美
濃

連
携
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

　
東
美
濃
ナ
ン
バ
ー
の
導
入
は
、

東
美
濃
連
携
を
進
め
て
い
く
た
め

の
一
つ
の
手
段
で
あ
る
。
こ
れ
か

ら
も
７
市
町
の
東
美
濃
広
域
連
携

は
一
層
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。
２
０
２
０
年
の
大
河
ド
ラ
マ

の
主
人
公
が
、本
市
ゆ
か
り
の
明
智

光
秀
に
決
ま
っ
た
。
こ
の
事
も
連

携
を
進
め
る
大
き
な
意
義
が
で
き

た
も
の
と
考
え
、
市
と
し
て
今
後

は
観
光
担
当
部
局
の
み
な
ら
ず
全

庁
挙
げ
た
取
り
組
み
を
し
て
い
く
。

QA東
美
濃
広
域
連
携
は

Q

A

東
美
濃
ナ
ン
バ
ー
の
導
入
は

　
今
年
の
夏
は
記
録
的
な
猛
暑

と
な
っ
た
が
、
熱
中
症
対
策
と
し

て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ

た
か
。

　
本
市
で
は
全
て
の
小
・
中
学

校
の
普
通
教
室
に
空
調
設
備
を
設

置
し
て
お
り
、
児
童
・
生
徒
の
健

康
面
に
お
け
る
安
全
確
保
に
活
用

し
た
。
保
育
園
で
は
、
空
調
設
備

の
あ
る
保
育
室
を
中
心
に
過
ご
す

こ
と
と
し
、
日
中
の
小
ま
め
な
水

分
補
給
を
励
行
し
た
。
ま
た
、
保

護
者
へ
園
児
の
基
本
的
生
活
習
慣

確
立
を
呼
び
か
け
、
毎
朝
の
体
調

確
認
を
徹
底
し
た
。

そ
の
他
、
市
主
催
イ
ベ
ン
ト
に

お
い
て
、
テ
ン
ト
の
設
営
に
よ
る

日
陰
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
ミ
ス
ト

フ
ァ
ン
の
設
置
、
活
動
時
間
の
短

縮
、
水
分
補
給
、
着
帽
の
徹
底
を

図
る
な
ど
の
予
防
対
策
を
行
っ
た
。

　
注
意
喚
起
は
ど
の
よ
う
に
行

っ
て
い
る
か
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
高
温
注
意

情
報
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
す

ぐ
メ
ー
ル
か
に
の
登
録
者
へ
熱
中

症
予
防
情
報
を
自
動
配
信
し
て
い

る
。
ま
た
、
熱
中
症
予
防
強
化
月

間
の
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
及
び
携
帯
で
き
る
熱
中

症
予
防
カ
ー
ド
等
を
配
布
す
る
な

ど
の
予
防
啓
発
を
行
っ
た
。

QA

熱
中
症
へ
の
注
意
喚
起
は

QA

熱
中
症
対
策
へ
の
取
り
組
み
は

髙
たか
木
ぎ
　将

まさ
延
のぶ

川
かわ
合
い
　敏

とし
己
み

熱中症予防カード

広域連携ブランド
東美濃国可児ののぼり旗
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文
部
科
学
省
で
は
平
成
26
年

に
「
性
的
少
数
者
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
）

の
児
童
・
生
徒
へ
の
き
め
細
や
か

な
対
応
を
求
め
る
通
知
」
を
出
し

た
。
本
市
で
の
対
応
は
。

　
本
市
で
は
、
悩
み
や
不
安
を

抱
え
る
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
支

援
の
土
台
と
し
て
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
を
全
小
中
学
校
に
配
置

し
、
相
談
体
制
の
充
実
に
努
め
て

い
る
。
養
護
教
諭
部
会
で
は
、
各

学
校
に
お
い
て
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
題
材

と
し
た
職
員
研
修
を
準
備
中
で
あ

る
。ま

た
、
10
月
に
は
市
民
向
け
講

座
を
開
催
し
、
来
年
１
月
に
は
市

職
員
研
修
を
検
討
し
て
い
る
。

　
学
校
か
ら
社
会
へ
の
ス
ム
ー

ズ
な
移
行
を
目
指
す
た
め
に
特
別

支
援
学
校
高
等
部
に
専
攻
科
を
設

置
し
て
は
。

　
県
に
は
、
高
等
特
別
支
援
学

校
を
可
茂
地
区
に
整
備
す
る
計
画

が
あ
る
。
こ
の
学
校
は
軽
度
知
的

障
が
い
の
あ
る
生
徒
を
対
象
に
、

一
般
企
業
へ
の
就
労
を
目
指
し
、

職
業
教
育
を
中
心
に
行
う
高
校
で
、

平
成
33
年
度
に
開
校
を
予
定
し
て

い
る
。

QA

特
別
支
援
学
校
高
等
部
に
専
攻

科
を

QA

　
先
日
、
開
発
業
者
が
広
見
鳥と

屋や

場ば

地
内
に
（
仮
）
ボ
ー
ト
レ
ー

ス
チ
ケ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
可
児
の
設

置
計
画
説
明
書
を
持
っ
て
訪
ね
て

き
た
。
首
長
の
同
意
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
の
か
。

　
昨
年
10
月
に
も
市
内
の
別
の

場
所
で
、
ほ
と
ん
ど
同
様
の
場
外

舟
券
売
り
場
の
設
置
に
つ
い
て
、

口
頭
で
市
に
相
談
を
受
け
た
。
そ

の
際
、
本
市
が
進
め
る
ま
ち
づ
く

り
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
施
設
と
い
う

こ
と
で
、
同
意
は
難
し
い
と
い
う

判
断
を
伝
え
た
。
そ
れ
か
ら
１
年

も
た
っ
て
い
な
い
状
況
な
の
で
、

現
在
の
と
こ
ろ
市
に
は
相
談
は
な

い
が
、
昨
年
と
同
様
の
施
設
で
あ

る
な
ら
ば
、
当
然
答
え
は
同
様
に

な
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
。

　
７
月
豪
雨
災
害
時
に
お
け
る

情
報
の
伝
達
方
法
は
。

　
正
確
に
情
報
を
取
得
す
る
手

段
と
し
て
、
す
ぐ
メ
ー
ル
か
に
、

Ｆ
Ｍ
ら
ら
の
割
り
込
み
放
送
と
い

っ
た
も
の
が
あ
る
、
こ
れ
ら
を
軸

に
情
報
伝
達
方
法
を
考
え
て
い
く
。

現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
の
防
災
行
政
無

線
は
保
守
点
検
を
継
続
し
、
軽
微

な
修
繕
を
行
い
な
が
ら
有
効
に
活

用
す
る
。

QA災
害
時
の
情
報
共
有
を

Q

A

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
理
解
を
深
め
る

た
め
に

場
外
舟
券
発
売
所
設
置
へ
の
考

え
は

冨
とみ
田
だ
　牧

まき
子
こ

川
かわ
上
かみ
　文

ふみ
浩
ひろ

業者が舟券売り場設置を希望している土地

関市広報「イチから学ぼうＬＧＢＴ」
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地
区
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
住

民
皆
で
地
域
の
課
題
解
決
を
図
る

こ
と
を
目
標
と
し
、
広
見
地
区
で

モ
デ
ル
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

団
塊
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
な
る

い
わ
ゆ
る
２
０
２
５
年
問
題
を
捉

え
、
長
期
的
視
点
で
、
地
域
で
課

題
解
決
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
が

必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
モ
デ
ル
事
業
は
、
今
の
想
定

と
し
て
は
短
期
的
視
点
で
見
て
お

り
、
長
期
的
視
点
で
は
確
定
し
て

い
な
い
。
モ
デ
ル
事
業
の
進
展
の

中
で
検
討
し
て
い
く
。

　
住
民
皆
で
地
域
の
課
題
を
解

決
し
て
い
く
た
め
の
必
要
な
知
識
、

手
法
は
十
分
で
は
な
い
。
そ
れ
を

補
足
し
、
共
に
進
め
る
地
域
拠
点

事
業
の
専
任
職
員
が
必
要
だ
と
考

え
る
。
市
の
考
え
は
い
か
が
か
。

　
地
区
セ
ン
タ
ー
職
員
以
外
に

人
員
の
配
置
は
考
え
て
い
な
い
が
、

解
決
を
図
っ
て
い
く
上
で
、
地
域

振
興
課
が
、
関
連
担
当
課
に
も
つ

な
げ
て
い
く
な
ど
、
寄
り
添
う
形

で
協
力
を
し
て
い
く
。
ま
た
、
場

合
に
よ
っ
て
は
、
地
元
の
職
員
が

協
力
を
し
て
い
る
が
、
自
発
的
な

取
り
組
み
は
推
奨
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。

QA地
域
活
動
を
共
に
進
め
る
専
門

職
員
を

Q

A

住
民
皆
で
地
域
課
題
解
決
を
図

る
に
は

　
学
校
給
食
費
の
コ
ン
ビ
ニ
収

納
が
可
能
と
な
っ
た
。
保
護
者
の

利
便
性
を
図
る
た
め
本
市
で
も
導

入
し
て
は
ど
う
か
。

　
文
部
科
学
省
か
ら
、
教
員
の

働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
、
給

食
費
の
徴
収
事
務
を
学
校
か
ら
自

治
体
へ
シ
フ
ト
す
る
方
向
性
が
示

さ
れ
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、

給
食
費
徴
収
の
主
体
を
学
校
か
ら

教
育
委
員
会
に
変
更
し
、
口
座
引

き
落
と
し
の
金
融
機
関
を
拡
大
す

る
こ
と
が
第
一
段
階
と
し
て
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
次
の
段
階
で
、

支
払
い
コ
ス
ト
の
負
担
の
平
等
性

も
考
慮
し
つ
つ
、
保
護
者
の
利
便

性
を
図
り
、
コ
ン
ビ
ニ
納
付
の
導

入
の
可
否
を
判
断
す
る
。

　
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

の
整
備
を
加
速
化
す
べ
き
。
本
市

の
考
え
は
。

　
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
に

つ
い
て
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
実

施
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領
の
方

針
を
踏
ま
え
つ
つ
、
検
討
、
整
備

を
進
め
て
い
く
。
本
市
の
義
務
教

育
は
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

児
童
・
生
徒
の
能
力
の
全
体
の
底

上
げ
を
目
指
し
て
お
り
、
一
つ
の

手
段
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
が

有
効
で
あ
れ
ば
取
り
組
ん
で
い
く

ス
タ
ン
ス
で
臨
ん
で
い
る
。

QA学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
の
促

進
を

Q

A

学
校
給
食
費
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納

導
入
を

田
た
原
はら
　理

り
香
か

山
やま
田
だ
　喜

よし
弘
ひろ

桜ケ丘ハイツ地域福祉懇談会の様子

毎日9000食を届ける学校給食センター
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同
報
系
防
災
行
政
無
線
を
利

用
し
た
火
災
放
送
は
、
平
成
30
年

度
末
を
も
っ
て
放
送
を
中
止
す
る

こ
と
が
決
定
し
た
が
、
そ
の
理
由

は
何
か
。

　
可
茂
消
防
本
部
か
ら
、
防
災

行
政
無
線
に
よ
る
火
災
放
送
を
行

う
た
め
に
必
要
な
機
器
が
老
朽
化

し
た
た
め
、
更
新
経
費
と
し
て
、

設
備
費
に
約
４
８
０
０
万
円
、
年

間
保
守
料
が
毎
年
３
６
０
万
円
必

要
に
な
る
と
説
明
が
あ
っ
た
。
機

器
更
新
に
係
る
費
用
を
負
担
す
る

か
否
か
は
、
市
町
村
ご
と
の
判
断

に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
本
市
と
し

て
は
、
費
用
対
効
果
を
判
断
の
上
、

火
災
放
送
を
中
止
す
る
こ
と
と
し

た
。

　
火
災
放
送
中
止
後
の
消
防
団

へ
の
情
報
伝
達
手
段
は
。

　
す
で
に
本
市
の
消
防
団
員
は
、

「
可
茂
消
防
職
団
員
Ｅ
メ
ー
ル
シ

ス
テ
ム
」
と
あ
わ
せ
て
、「
す
ぐ

メ
ー
ル
か
に
」
の
登
録
も
行
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
。
火
災
発
生
時
に

は
、
消
防
団
員
の
携
帯
電
話
（
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）
に
よ
り
二
重
で

メ
ー
ル
を
受
信
で
き
る
体
制
を
と

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
火
災
発
生

時
に
は
確
実
に
情
報
伝
達
が
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

QA消
防
団
参
集
体
制
へ
の
影
響
は

Q

A

火
災
放
送
中
止
に
よ
る
影
響
は

　
観
光
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に

基
づ
き
、
サ
ス
テ
ナ
（
持
続
可
能

な
）
観
光
を
推
進
す
る
中
、
明
智

光
秀
の
生
誕
地
と
さ
れ
る
可
児
市

が
、
広
域
連
携
、
企
業
と
の
連
携

の
強
化
、
市
民
公
益
活
動
者
の
増

加
を
図
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
麒
麟
が
く
る
」
を
迎
え
る
必
要

が
あ
る
。
つ
い
て
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
等
の
開
催
予
定
は
。

　
11
月
に
開
催
す
る
「
山
城
に

行
こ
う
２
０
１
８
」
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
で
時
代
考
証
を
務
め

た
静
岡
大
学
の
小
和
田
哲
男
名
誉

教
授
の
講
演
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、「
全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
」

招
致
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

　
明
智
駅
、
天
龍
寺
、
明
智
城

址
を
観
光
ル
ー
ト
拠
点
と
し
て
ど

の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
。

　
本
市
の
瀬
田
や
柿
田
な
ど
の

地
域
は
明
智
の
荘
と
言
わ
れ
、
戦

国
時
代
以
前
か
ら
土
岐
氏
が
支
配

し
、
明
智
一
族
の
名
の
由
来
に
も

な
っ
た
地
。
こ
れ
ら
の
地
域
資
源

は
も
と
よ
り
、
美
濃
金
山
城
跡
を

は
じ
め
と
す
る
山
城
跡
、
美
濃
桃

山
陶
の
聖
地
、
癒
や
し
の
空
間
木

曽
川
左
岸
な
ど
魅
力
あ
る
地
域
資

源
を
め
ぐ
る
コ
ー
ス
を
設
定
し
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
効
果
を
最

大
限
生
か
し
、
全
国
か
ら
の
誘
客

に
つ
な
げ
、
経
済
に
も
波
及
で
き

る
よ
う
戦
略
的
に
事
業
を
進
め
て

い
く
。

QA地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
ル

ー
ト
を

Q

A

サ
ス
テ
ナ
観
光
に
必
要
な
広
報

戦
略

板
いた
津
ず
　博

ひろ
之
ゆき

渡
わた
辺
なべ
　仁

ひと
美
み風情ある石畳が続く

明智城址大手門

市内186カ所に設置してある防災行政無線
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来
年
４
月
の
岐
阜
医
療
科
学

大
学
の
可
児
キ
ャ
ン
パ
ス
オ
ー
プ

ン
ま
で
６
カ
月
あ
ま
り
と
な
っ
た
。

下
宿
の
確
保
な
ど
、
受
け
入
れ
態

勢
は
で
き
て
い
る
か
。

　
２
０
１
９
年
度
は
約
２
２
０

名
、
薬
学
部
開
設
予
定
の
２
０
２

０
年
度
に
は
約
４
２
０
名
、
２
０

２
５
年
度
に
は
約
１
０
２
０
名
の

規
模
と
な
る
。
西
可
児
地
区
に
は

単
身
ア
パ
ー
ト
等
の
空
き
家
は
二

十
数
戸
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
学

生
、
と
り
わ
け
女
子
学
生
が
求
め

る
物
件
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な

い
と
不
動
産
業
者
か
ら
聞
い
て
い

る
。
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
ニ
ー
ズ
等

を
含
め
、
学
生
達
の
意
向
を
調
査

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
今
後
は
、

住
宅
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
を
は
じ
め
、

学
生
や
大
学
に
関
す
る
情
報
を
民

間
事
業
者
や
地
域
に
提
供
す
る
と

共
に
、
受
け
入
れ
に
つ
い
て
協
議

す
る
場
を
設
定
し
て
い
き
た
い
。

　
大
規
模
災
害
時
の
支
援
物
資

受
け
入
れ
の
一
次
物
流
拠
点
は

「
可
児
ッ
テ
」、
二
次
拠
点
は
「
帷

子
・
桜
ケ
丘
地
区
セ
ン
タ
ー
、
福

祉
セ
ン
タ
ー
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

現
実
に
運
用
で
き
る
の
か
。

　
二
次
拠
点
の
３
カ
所
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定
避
難
所
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
見
直
し

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

QA

大
規
模
災
害
時
の
支
援
物
資
供

給
体
制

QA

岐
阜
医
療
科
学
大
学
の
受
け
入

れ
は

　
極
端
な
異
常
気
象
、
地
震
等

が
連
続
し
、
本
市
が
被
災
す
る
リ

ス
ク
は
減
ら
な
い
。
防
災
関
連
情

報
の
伝
達
手
段
と
し
て
、
災
害
発

生
時
に
は
一
次
避
難
所
と
な
る
地

区
セ
ン
タ
ー
等
へ
の
防
災
用
公
衆

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
の
検
討
を
。

　

情
報
通
信
環
境
を
整
備
し
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
を
し
た
公

衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
設
置
が
必
要
と

各
地
域
で
判
断
さ
れ
る
な
ら
ば
、

改
め
て
市
は
そ
の
必
要
性
を
検
討

す
る
。

　
岐
阜
県
は
危
機
管
理
型
水
位

計
な
ど
を
大
幅
に
増
設
す
る
と
報

道
さ
れ
た
が
、
可
児
川
等
の
水
位

計
測
は
、
ど
の
よ
う
に
対
策
を
講

じ
る
の
か
。

　
可
児
川
に
は
避
難
行
動
、
災

害
対
策
の
基
準
を
持
つ
水
位
計
が

２
カ
所
あ
り
、
市
が
運
用
し
て
い

る
。
可
児
川
以
外
の
１
級
河
川
に

現
在
は
水
位
計
等
は
な
い
の
で
、

今
年
度
岐
阜
県
が
一
括
し
て
付
け

る
予
定
だ
。
市
と
し
て
は
瀬
田
川
、

中
郷
川
、
久
々
利
川
、
大
森
川
、

横
市
川
、
矢
戸
川
に
水
位
計
設
置

を
要
望
し
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
っ

て
避
難
判
断
を
す
る
簡
易
的
な
も

の
に
つ
い
て
も
、
県
で
作
成
を
し

て
い
た
だ
け
る
と
聞
い
て
い
る
。

QA危
機
管
理
型
水
位
計
の
設
置
と

活
用
を

QA 続
発
す
る
災
害
に
、
万
全
な
備

え
を

山
やま
根
ね
　一

かず
男
お

伊
い
藤
とう
　健

けん
二
じ

来年４月にオープンする
岐阜医療科学大学

可児川に設置された水位計
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議 会 レ ポ ー ト
▼地域課題懇談会 （８月４日）

可児高校や可児工業高校に通う生徒など若い世代と、可児青年会議所会員や議員などの大人、あわせて
86人が参加しました。『若い世代が主役のまちづくり』をテーマとして、高校生を含む地域の若い世
代が、市政や地域経済とどのような関わりを持っているのか、また今後どのように関わっていくことが
できるかなどを話し合いました。

このコーナーでは、議会が
本会議以外で行っているさ
まざまな活動を、写真で報
告していきます。

可
児
市
議
会
は
、
本
年
度
２
回
目
の
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

①
平
成
29
年
度
決
算
の
審
査
報
告

②
意
見
交
換

～
テ
ー
マ
～　
災
害
へ
の
備
え

久
々
利
地
区
セ
ン
タ
ー

︿
日
時
﹀　
11
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

姫
治
地
区
セ
ン
タ
ー

︿
日
時
﹀　
11
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
３
時
～
４
時
30
分

広
見
地
区
セ
ン
タ
ー

︿
日
時
﹀　
11
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
３
時
～
４
時
30
分

帷
子
地
区
セ
ン
タ
ー

︿
日
時
﹀　
11
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

川
合
地
区
セ
ン
タ
ー

︿
日
時
﹀　
11
月
12
日
（
月
）

　
　
　
　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

内
容 〜

議
員
と
語
ろ
う
〜

 

に
お
越
し
く
だ
さ
い

今年５月の議会報告会の様子

議
会
報
告
会
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「可児市議会だより」は再生紙と環境に優しい植物油インキを使用しています。

第５回定例会のお知らせ

地域のかがやき
地域の笑顔

暑い夏にスイカは最高

久々利／自然体験学習

ナイスレシーブ !

姫治／ワンバウンドバレー体験会

和気あいあいとした雰囲気でとても楽しそうでした。
調理をしている時はもちろん、料理を始める前に大豆に
ついて勉強している時の子どもたちの真剣な表情がとて
も印象的でした。

取材を終えて

※今回は、料理教室を通して食育活動を行っている「ビタ
ミンパレット」さんに、天羽良明議員と髙木将延議員が
おじゃまして、代表の松木さんにお話を伺いました。

広報委員：食育活動を始められたきっかけは。
松木さん：私自身、子育てをしている中で食べる物の大切

さを感じました。ママ友たちと一緒に地元食材
を使って料理しながら勉強したいと思い、活動
を始めました。

広報委員：中恵土地区センターで開催されていますが、メ
ンバーは中恵土地区の方ですか。

松木さん：中恵土だけでなく、広見、今渡、下恵土、川合、
春里など地域は様々です。口コミで仲間が増え
ました。

広報委員：子どもたちがいっぱい来ていますね。
松木さん：今回は親子で手作り豆腐にチャレンジしました。

女の子だけでなく、男の子もたくさん参加して
くれています。

広報委員：今回のメニューのお豆腐は、家でも出来そうで
すか。

松木さん：作れると思います。実は豆腐づくりは初めての
試みだったのですが、2時間位かけてじっくり
と親子で作れて楽しいです。

広報委員：可児駅前の子育て健康プラザ「マーノ」には、
クッキングスタジオがありますが。

松木さん：高校生の子をよくマーノに送っていきますが、
中に入ったことがないので、機会があれば一度
試してみたいと思います。

11月

29日 開会日（議案説明）

12月
４日
５日
６日

一般質問・議案質疑

７日 予算決算委員会

10日 総務企画委員会

11日 建設市民委員会

12日 教育福祉委員会

20日 閉会日（委員長報告・討論・採決）

会議は午前９時開会の予定です。
日程は、都合により変更となる場合もあります。
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